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河川整備計画では、「流水の正常な機能の維
持」を目的として、各河川の正常流量を記述す
ることとなっている。この検討は、「正常流量
検討の手引き（案）」（国土交通省河川局河川
環境課 平成19年9月）を参照し、10年に1回程
度の渇水時においても確保すべき必要流量を設
定されている。
しかし、滋賀県の扇状地の天井川の多くは、

毎年のように「瀬切れ」が発生し、手引きを適
用した正常流量を確保することが難しい。
本報告は、滋賀県の天井川における伏没・瀬

切れ特性を踏まえ、河川整備計画における段階

的な生息場所確保手法を提案する。
検討に際し、滋賀県内のA川での瀬切れ実態、

河道内地下水位の現地観測を実施し、「瀬切
れ」の事象を再現できる予測モデルを構築し、
河道形状の工夫（瀬切れ時に避難できるシェル
ター（淵）の形成）により実現可能な対策につ
いても検討する。この成果の汎用性を確保する
ために、「瀬切れ」予測モデルは、他河川にも
適用できるよう、現地観測データに基づき、水
理・河道特性等を説明変量とした統計モデル構
築のスキーム開発を行う。

■ 予測モデルの構築

5. 河川整備技術の検討と課題

・水制工を1基試験施工し、70cm程度の河床低下、水面確保が観測された。
・水制工の追加試験施工を実施し、水制の規模（高さ、長さ等）と洗掘深の関係、
淵形成効果を確認していく予定である。

水制工周辺に深みが形成
され、瀬切れ時に魚類の
シェルター（避難場）の
確保を確認

設置後（H26.2） 設置後（H26.5）設置前（H26.12）

4. 考察：河川整備計画段階における瀬切れ対策手法の検討

変数 係数 標準誤差 Z値 P値

（切片） -4.90E+00 0.071 -68.8 <0.001

頭首工放流量（ X1） 6.70E-01 0.004 167.48 <0.001

地盤高（ X2） X3と多重共線性を示すため変数から除外

水面と地盤の比高差（X3 ） 9.34E-01 0.023 40.4 <0.001

縦断距離区分（X4 ） 8.12E-02 0.002 36.17 <0.001

低水路幅（ X5） -1.58E-02 0.001 -11.48 <0.001

random effects 2.22

3. 解析結果

表2 一般化線形混合モデル解析結果

・瀬切れが顕著な区間における予測結果の正解率（現地調査と予測結果が一致したメッシュ数／全メッシュ数）
は80.9％であった（図4）。

・瀬切れ時に点在する淵（深み）を再現できた（図3）。
⇒現状を再現推定することができた。

図3 微地形（瀬切れ時に点在する淵）の再現結果

・瀬切れ予測モデルは、対象範囲内を5ｍ×5ｍのメッシュに分割し、現地調査で確認し
た各メッシュの水面の出現状況を目的変数、水理・河道特性等を説明変数とした一般
線形混合モデルによるロジスティック回帰分析を用いて構築した。

■ 確率規模別の地下水位の設定
・概ね2年に1回程度の最低水位の発生確率(図2)で評価すると、
最深河床高から深さ約1mが河道内地下水位となった。

⇒1ｍ以深の淵（深み）により、魚類の避難場機能が確保できる。
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4.2k ：河道内地下水位設置地点：確率規模別最低水位 H20年度

H14年度

1/2確率・最低水位（最低水位）

1/3確率規模・最低水位（成長期）

1/8確率規模・最低水位（成長期）

1/2確率・最低水位T.P.+88.6m

1/3確率・最低水位T.P.+88.3m

1/8確率・最低水位T.P.+88.0m

約1m(1/2確率・最低水位)

最深河床T.P.+89.8m

バーブ工［上向き水制］、
異型ブロック設置等によ
る深み形成

•約1/2確率規模＝T.P.+88.6m 約1m以上の淵形成

・約1/3確率規模＝T.P.+88.3m 約1.5m以上の淵形成

•約1/8確率規模＝T.P.+88.0m ⇒約1.8m以上の淵形成

図1 河川整備段階での河川環境目標設定イメージ

モデルメッシュ分割

（５ｍ×５ｍ）

現地調査で確認した水面分布

表1 目的変数および説明変数
項 目 内 容

目的

変数

Y 水面の出現状況 現地調査で確認した水面分布をモデルメッシュにトレースし、

水面を“１”、陸を“０”とするカテゴリー変数。

説明

変数

X1 流量 現地調査日の流量。

X2 地盤高 各メッシュの地盤高。

X3 水面と地盤高の

比高差

現地調査から推定した水面と各メッシュの地盤高の比高差。

X4 縦断距離区分 対象区間の0.2kピッチで区分し、下流から上流へ与えた1～52

の数値。

X5 低水路幅 縦断区分における平均低水路幅。

図6 水面の出現予測結果（一部抜粋）

・予測モデルを用い、河川流量、地盤高を変
動させて、「河川流量」と「河道形状の工
夫（淵形成）」の組合せにより、生態系維
持に必要な水面の確保を検討した。

⇒必要流量を1m3/s程度をと見込むほか、より
ポテンシャルが高い地区が集中している箇
所で実施することで、1/2～１/3確率規模相
当の渇水年に対し、効果的であると考えら
れる（図6 ）。

図5 水面の出現予測結果 図4 現地調査結果と予測結果の比較

対策効果大

対策効果有

試験施工箇所
（横向き水制工）

図2 確率規模別河道内地下水位と最深河床高との関係

1. はじめに

2. 方法：現地調査・データ整理

整備
レベル

時 間

基本方針

整備計画

現 況

０年 ２０年 将 来

正常流量の手引き(案)に基づいた検討

瀬切れ特性を踏まえた検討

■ 水制工の試験施工 ■ 河川整備計画への反映

予測結果の正解率
80.9％

・滋賀県内の他河川での適用も想定した天井川での現実的な瀬切れ対策とし
て、「河川維持河相の手引き（素案）」を作成しており、有識者ワーキン
グを開催し、各河川での河川整備計画に反映していく予定である。
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